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時 46 分頃以降、ほぼ原子炉圧力と同様の下降・上昇の傾向を示している11。 

さらに、この間、1 号機につき、SR 弁の開閉を繰り返したことが認められる証

拠はない。 

 
ｃ 原子炉圧力及び原子炉水位からの推論 

前記ｂ記載のようなパラメータの推移は、3 月 11 日 14 時 52 分頃に IC の A

系及び B 系がいずれも自動起動し、同日 15 時 3 分頃に当直が一旦両者を止めた

上で、A 系のみを起動し、その後、同日 15 時 17 分頃以降、合計 3 回にわたり、

A 系の隔離弁を開閉して原子炉圧力を制御していたことを示している。この事実

から、この時点においては、IC の隔離弁が操作どおりに開閉し、IC が正常に作

動していたことと、原子炉圧力容器の圧力が保たれ、IC の隔離弁の開閉に伴って

圧力が上下していたことが認められる。 

仮に、地震動により IC の配管が破断した場合（IC の機能に支障を生じないよ

うな軽微な損傷は除く。）、その破断箇所が隔離弁により原子炉圧力容器から隔

離されている場所に生じた場合を除いて、破断箇所から蒸気漏れが生じ、原子炉

圧力及び原子炉水位が急激に低下すると考えられる。 

この点、地震発生当時の IC の各隔離弁の開閉状態については、コントロール・

スイッチが AUTO の状態にあり、A 系及び B 系ともに、格納容器外側の戻り配

管隔離弁（MO-3A、3B）が閉の状態、他の三つの隔離弁（MO-1A・2A・4A、

1B・2B・4B）が開の状態であった。そして、同日 14 時 52 分頃から同日 15 時 3

分頃までの間は、A 系及びB 系ともに、全ての隔離弁が開の状態で作動していた。 

その後、A 系については、格納容器外側の戻り配管隔離弁（MO-3A）の開閉を

繰り返し、他の三つの隔離弁（MO-1A・2A・4A）は常時開の状態であった。ま

た、B 系については、同日 15 時 3 分頃以降停止していたが、格納容器外側の戻

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
11  東京電力公表のパラメータによれば、原子炉水位は、原子炉圧力の下降・上昇の傾向と比較して、30
分程度遅れて、同様の下降・上昇を繰り返している。 
これは、原子炉スクラム後の原子炉水位の変化を事後的に検証可能とするため、原子炉水位について、

スクラムと同時に実際時間よりも 60 倍の速度でチャート早送りとなる設定をしていたところ、その設定

が外部電源喪失でリセットされ、それ以降、実際時間での計測となったことに起因するものである。 
かかる設定及びリセットにより、原子炉水位については、3 月 11 日 14 時 46 分頃の地震による自動ス

クラム後、外部電源喪失までの間に限り、チャート上、1秒間の水位変化が、1分間の間隔まで引き伸ば

されて記録された。 


